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中間業績予想の修正に関するお知らせ 
 

 

 当社は、平成19年8月6日に公表しました平成20年3月期（平成19年4月1日～平成20年3月31日）中間期

の業績予想を、下記の通り修正いたしましたのでお知らせ致します。 

 なお、平成20年3月期 通期の業績予想については、平成19年8月6日公表時の予想に変更はありません。 

 

記 

 

１．平成20年3月期中間期（平成19年4月1日～平成20年9月30日） 業績予想の修正 

 

(1) 連 結 

（単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想  (A) 8,000 260 250 140 

今 回 修 正 予 想  (B) 7,711 371 339 189 

増 減 額  (B-A) △ 289 111 89  49 

増 減 率  (%) △ 3.6 42.7 35.6 35.0 

(ご参考)前中間期実績 

(平成19年3月期中間) 
11,945 1,982 1,921 1,116 

 

(2) 個 別 

（単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想  (A) 7,000 235 230 120 

今 回 修 正 予 想  (B) 6,750 318 281 156 

増 減 額  (B-A) △ 250 83 51 36 

増 減 率  (%) △ 3.6 35.3 22.2 30.0 

(ご参考)前中間期実績 

(平成19年3月期中間) 
11,883 1,949 1,896 1,100 

 

２．修正の理由 

 

 当中間期の連結及び個別業績は、販売面では概ね前回予想の水準で推移致しましたが、前回予想

時に比し売上総利益を確保できたこと、また、コストダウンに取り組んだ結果、販売費及び管理費

等が削減されたことで、連結営業利益、連結経常利益及び連結当期純利益、並びに営業利益、経常

利益及び当期純利益が、前回公表予想を上回る見込みとなりました。 

 なお、通期の業績予想につきましては、前回公表の予想数値から変更はありません。 

 

（注）上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、

実際の業績は今後様々な要因により予想数値と異なる場合があります。 

以 上 

 


